
平成23年度 努力点と具体的方策

努 力 点 具 体 的 方 策

確かな学力の定着 ・基本的な学習習慣の確立

・毎時間の授業の充実（目標の明示，練り上げや定着ラスト15分の充実）

・学力向上推進委員会の計画的な実施

・ 諸調査の分析結果の共有化と指導法の見直し

・ 自己鍛錬学習の時間や補充指導の充実

生徒指導の充実

心の教育の充実

・ 生徒指導主任を中心とした指導体制の確立と共通理解・共通実践

・ 生徒及び保護者とのラポートづくりと心の触れあう学級経営の充実

・ 道徳の授業と啓発的な体験学習の充実

・ 個別支援計画等による個に応じたきめ細やかな指導の徹底

・ いじめを考える週間及び不登校を考える週間の充実

情報教育の充実 ・ ＩＣＴを活用した効果的な教科指導の充実

・ ＩＣＴを活用した校務処理の推進

・ 情報活用能力や情報モラルの育成

進路指導・キャリア教育

の充実

・ 3年間を見通した計画的・系統的な進路学習の充実

・ 啓発的な体験活動(連続5日間の職場体験学習，集団宿泊学習等)の充実

・ 進路指導資料の整備及び活用

体力向上

健康・安全教育の充実

性教育の充実

・体力・運動能力の実態把握と気力・体力づくりに向けた効果的な取組

・ ストレスマネージメントの充実

・ 給食指導の充実及び食育の推進

・ 学校保健委員会の充実及びＰＴＡと連携した登下校・安全指導の充実

・ 全校態勢で行う性教育の実践・充実

・ 不審者対策と学校事故の未然防止に向けた安全教育の充実

特別支援教育の充実 ・ 特別支援校内委員会の充実及び適切な就学指導の推進

・ 様々なニーズに応じた学習支援の研究と実践

・ 家庭及び特別支援学校、関係機関等との連携の拡充

人権教育の充実 ・ 同和問題をはじめとする様々な人権教育の実践・充実

・ いじめや差別を許さない学習集団の育成

・ 人権共存の精神を重視した教科指導・学級経営の推進

環境教育の充実 ・ 教科や総合的な学習の時間での啓発的体験学習の実践及び充実

・ 教室，廊下等の設営の充実

・ 学校版環境ＩＳＯの取組をはじめとするエコ活動への取組

・ 作業指導の徹底（作業中や後始末の見届け）

郷土教育の充実 ・ 教科や総合的な学習の時間における郷土教育の推進

・ 地域の資源（人材・歴史的環境・地形等）を生かした郷土学習の推進

・ 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する精神の涵養

特別活動の充実 ・ 一人一人を大切にし、思いやりのある学級づくり

・ 人間関係の形成と自主的、実践的な態度を育成する生徒会活動の推進

・ ねらいを明確にした学校行事等の効果的実施

・ 青少年赤十字の活動やボランティア活動の拡充

職員研修の充実 ・ 指導法の向上に向けた授業をとおした研修の充実（積極的な講師招聘）

・ 効果的なＩＣＴ活用の研究促進

・ 研修会・研究大会等への積極的な参加と研修後の還元

家庭・地域社会・関係機

関との連携

・ 学校評価の活用促進と積極的な公開

・ 学校だより、学級・学年だより等の広報充実

・ 地域に開かれた学校づくりの推進

・ 関係機関との連携強化


